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事業報告

東京 2020 応援プログラム：セミナー「スポーツの祭典の継承」の開催

冨　田　幸　祐（オリンピックスポーツ文化研究所）

昨年度に引き続きオリンピックスポーツ文化研

究所では「スポーツの祭典の継承」と題してセミ

ナーを開催した．2 年目の今年度は「オリンピッ

ク・パラリンピックを考える」を副題として，学

外からの講師招待を含めて計 3 回開催した．講座

名，開催日時，会場，講師，概要は以下の通りで

ある．

講座 1：リオ’16 からトウキョウ’20 へ

日時：2019 年 6 月 13 日（木）18：00～ 19：00

会場： 東京・世田谷キャンパス 教育研究棟 3

階　1301

講師： 松瀬学（日本体育大学 スポーツマネジ

メント学部 准教授）

講師の松瀬学准教授は，1988 年第 24 回夏季オ

リンピック競技大会（ソウル）以降のすべてのオ

リンピック競技大会で現地に赴き，取材を行って

いる経験持つ．講座 1 では，これまでの現地取材

を通して肌で感じたオリンピック競技大会の実態

とオリンピックの根本理念との関係について講演

いただいた．

講座 2：オリンピックの平和運動：その理想と現実

日時：2019 年 12 月 19 日（木）18：00～ 19：00

会場： 東京・世田谷キャンパス 教育研究棟 3

階 1301

講師：舛本直文（首都大学東京　特任教授）

現代のオリンピックは様々な思惑を孕みつつ

も，いまも平和の祭典として開催されている．講

座 2 では現在のオリンピック競技大会で行われて

いる平和運動について，それぞれの事例の過去か

ら現在に至る活動を取り上げ，2020 年第 32 回夏

季オリンピック競技大会（東京）の平和運動の課

題について講演いただいた．

講座 3：「復興五輪」の歴史的根拠：関東大震災

（1923 年）後の東京市に着目して

日時：2020 年 1 月 23 日（木）18：00～ 19：00

会場： 東京・世田谷キャンパス 教育研究棟 3

階 １301

講師：大林太朗（筑波大学　体育系　助教）

2020 年東京オリンピック・パラリンピックで

は震災復興が掲げられ招致活動や大会準備が行わ

れている．しかしオリンピック・パラリンピック

と震災復興の関係をいかに考えていくかという点

においてはまだまだ議論が必要な状況である．そ

こで講座 3 では，1923 年の関東大震災以降の東

京市の施策として実施された運動会や体育大会を

事例として，東京市が震災復興の方法として体育，

スポーツをいかに活用したかについて講演いただ

いた．

（受理日：2020 年 4 月 1 日）
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